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魚眼レンズを使った立体視の技術は惑星探査のみならず様々な分野に応用が可能である。
しかし、魚眼レンズ画像は大きく歪むため、対応点探索にあたっては歪んだ画像に耐性の
ある手法を用いる必要がある。
本研究は魚眼レンズ立体視を考慮した、歪んだ画像のテンプレートマッチング方法を模索
するものである。
そのために２種類の相似度を用いて歪んだ画像のテンプレートマッチングを行い、歪みへ
の耐性を調べた。一つは画像の関連性から相似度を求める相互情報量、もう一つは画像の
輝度値のエントロピーから相似度を求める疑似相互情報量である。
結果、画像間の点の対応を取る相互情報量は歪みに弱く、画像のヒストグラムのみを基に
計算する疑似相互情報量は精度が低いが歪みには対応できるということが分かった。疑似
相互情報量は単体では対応点探索に用いるのは難しいが、対応点の粗い探索に有効である
かもしれない。
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